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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青空と緑と産業のまち

●放火から私たちの町を守りましょう

●昭和町地域情報化推進計画策定

●市町村任意合併協議会を設立します

●夏休みの情報について

●国民年金って何？

広報

 しょうわ

みんなでゴールを目指せ！
～リトルキッズサッカーFest～

7
2003（平成15年）

No 309

Public Relations SHOWA Town

今年で 7回目を迎える『リトルキッズサッ

カーFest』が西条小学校校庭で行われました。

園児がゴールを決めるたびに応援している人

たちから大きな歓声が上がっていました。

月号
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『
放
火
』
及
び
『
放
火
の
疑
い
』

に
よ
る
火
災
は
、
昭
和
60
年
以
降
連

続
し
て
全
国
の
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
町
、
竜
王
町
、
田
富
町
、

玉
穂
町
及
び
甲
府
市
で
も
４
月
上

旬
か
ら
連
続
し
て
40
件
以
上
の
原

因
不
明
の
火
災
が
連
続
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
の
要
因
は
、

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の

火
災
と
は
異
な
っ
た
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

　

次
の
点
に
特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
建
物
に
対
す
る
放
火
予
防

　

建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を

見
る
と
、
建
物
外
周
部
、
倉
庫
・
物

置
、
共
同
住
宅
等
の
玄
関
ホ
ー
ル

や
階
段
等
の
共
用
部
分
な
ど
、
侵

入
さ
れ
や
す
い
場
所
や
人
気
の
な

い
暗
が
り
に
お
け
る
放
火
が
目
立

ち
ま
す
。

　

侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
施
錠
管
理
を
き
ち
ん
と
行
う

こ
と
と
、
照
明
器
具
の
設
置
等
に

よ
り
暗
が
り
を
な
く
す
こ
と
が
放

火
火
災
を
防
止
す
る
上
で
有
効
で

す
。

　

ま
た
、
建
物
の
周
辺
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
放
置
せ
ず
に
、
き
ち

ん
と
片
付
け
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

夜
間
無
人
に
な
る
工
事
現
場
や

空
き
家
な
ど
も
監
視
性
が
低
く
放

火
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

同
様
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

敷
地
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

囲
い
等
の
設
置
、
電
源
の
遮
断
、

ガ
ス
の
供
給
停
止
等
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◆
車
両
に
対
す
る
放
火
防
止

　

路
上
、
建
物
外
周
部
及
び
屋
外

駐
車
場
に
駐
車
中
の
車
両
の
荷
台

や
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
な
ど
に
放
火
さ

れ
る
ケ
ー
ス
や
、
施
錠
が
さ
れ
て

い
な
い
車
両
の
内
部
に
放
火
さ
れ

る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

防
止
対
策
と
し
て
は
、
不
用
意

に
車
を
放
置
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
が
、
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
に
防
炎

製
品
の
も
の
を
使
用
し
た
り
、
施

錠
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
も

有
効
で
す
。

◆
そ
の
他
の
も
の
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

放
火
防
止

　

夜
間
に
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ゴ
ミ
や

放
置
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
等
に
放

火
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
夜
間
に
ゴ
ミ
を
放
置
し
な

い
な
ど
ゴ
ミ
収
集
場
所
の
環
境
づ

く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
し
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
高

揚
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

放
火
は
不
特
定
多
数
の
人
間
の

生
命
�
身
体
お
よ
び
財
産
に
危
険

を
も
た
ら
す
極
め
て
悪
質
な
犯
罪

で
す
�

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
、
甲
府
警

察
署
、
南
甲
府
警
察
署
、
町
消
防

団
及
び
、
町
で
は
町
内
を
巡
回
し
、

厳
重
な
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
�
放
火
さ
れ
な
い
�
・
�
放
火
を

放火火災予防診断表
～自分の家は自分で守りましょう～

診 断 事 項 チェック

1 家の周りや外階段の下に紙類等の可燃物を放
置していませんか？

2 ゴミ収集の前日にごみを出していませんか？

3 共同住宅等の共有部分を物置代わりにしてい
ませんか？

4 自転車やオートバイのかごに物を置いたまま
にしていませんか？

5 自転車やオートバイのボディカバーは防炎品
を使用していますか？

6 玄関、物置、車庫の施錠はされていますか？

7 郵便受けに新聞やチラシ等がたまっていませ
んか？

8 消火器は使いやすい場所にありますか？

9 門灯、玄関灯の照明状況は良好ですか？

10 家族で放火防止の話し合いをしていますか。

さ
せ
な
い
�
環
境
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
不
審
な
人
物

等
を
見
か
け
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ

な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

甲
府
地
区
消
防
本
部
警
防
課

　
（
☎
２
２
２

－ 
１
２
６
９
直
通
）

　

山
梨
県
警
察
本
部

　
　
　
（
☎
２
３
５

－

2
1
2
1
）

　

甲
府
警
察
署

　
　
　
（
☎
２
３
２

－

0
1
1
0
）

　

南
甲
府
警
察
署

　
　
　
（
☎
２
４
３

－

0
1
1
0
）

不審者を見つけたら、

　すぐ110番に通報を！

火災を発見したら、

　早く119番に通報を！

　

放
火
事
件
情
報

　
　
　
　
　

受
付
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
（
☎
０
１
２
０

－

２
４
９

－

１
１
０
）

　

役
場
企
画
行
政
課
行
政
係

　
　
　
（
☎
２
７
５

－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
１
２
）
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番号 月　　　　日 時　　　　　間 内　　　　　　　　　　　　　　　　容 場　　　所

① 4 月 19 日（土） 午後 11時 25分頃 家具店敷地内広告用のぼり旗焼損 河 西 地 内
② 4 月 23 日（水） 午後 11時頃 常永保育園西側畑のワラ束焼損 河 西 地 内
③ 4 月 23 日（水） 午後 11時 30分頃 農業用倉庫の外壁・使用済ビニール焼損 河東中島地内
④ 4 月 23 日（水） 午後 11時 35分頃 物置内のワラ束焼損 築地新居地内
⑤ 5 月   7 日（水） 午前   0 時 30 分頃 山伏川右岸畑のワラ束焼損 河東中島地内
⑥ 5 月 22 日（木） 午前   5 時 10 分頃 薬店のビニール製カーテン焼損 西条一区地内
⑦ 5 月 24 日（土） 午前   1 時 10 分頃 住宅の壁及び物置等焼損 西条二区地内
⑧ 5 月 24 日（土） 午前   1 時 20 分頃 民家庭先に火をつけた新聞紙投棄 西条二区地内
⑨ 5 月 24 日（土） 午後 11時 30分頃 貸し店舗裏に立てかけてあったよしず焼損 築地新居地内

⑩ 5 月 25 日（日） 午後   9 時 15 分頃 西条小バスケットゴールに巻かれた人工芝焼損
（火をつけた小中学生は竜王町で補導）

西条一区地内

⑪ 6 月   1 日（日） 午前   8 時頃 若宮神社境内で新聞紙の燃えた跡を発見 西条一区地内
⑫ 6 月   3 日（火） 午前   0 時頃 看板店敷地内ダンボール焼損 河東中島地内
⑬

6 月   4 日（水） 午後 10時 30分頃 住宅の外においてあった新聞紙の束焼損 河 西 地 内
⑭ 午後 11時 40分頃 住宅の玄関で紙類を燃やしアルミサッシ戸焼損 河東中島地内
⑮ 6 月   9 日（月） 午後   3 時 10 分頃 農業用倉庫軒下のワラ束焼損 築地新居地内

＊ 4 月 7 日（月）から 6 月 18 日（水）の間、上記以外に甲府市・竜王町・田富町・玉穂町で車や車庫、倉庫など
を焼く放火とみられる不審火が発生しています。また、5月22日（木）に甲府市富士見町で酒屋を全焼した火災では、
死者 1名を出しています。

○文

○文

○文

○文

●

○文

○保

○保

○保

○保

○保

①
②

⑨

⑩

⑧

⑦

⑥

⑤

④

③

町内不審火発生箇所
　　　　　　　　　（6月 18日現在）

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

竜 王 町

田 富 町
玉 穂 町

甲 府 市

甲府昭和Ｉ .C.

甲府昭和高校

昭和保育園

西条小学校

押原小学校

押原保育園
押原中学校

富士桜学園

上河東保育園

常永保育園

常永小学校

常
永
駅

国母駅

国母工業団地Ｊ
Ｒ
身
延
線

甲
府
市
川
大
門
線

敷
島
・
田
富
線

国
道
20
号
線
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梨
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委
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�
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�

�
計
24
人
�

�
懇
話
会
�
開
催

�

平
成
14
年
�
月
28
日
�
�
本
年

�
月
24
日
�
�
計
�
回
開
催
�
�

住
民
�
�
�
�
�
調
査
�
学
校
関

係
者
及
�
地
域
産
業
団
体
�
�
�

�
�
�
�
調
査
�
�
�
要
望
�
把

握
�
�
�
分
析
�
情
報
化
�
理
念

�
方
向
性
�
�
�
計
画
策
定
�
�

検
討
�
重
�
�
�
�
�
�
�

�
要
望
�
把
握

�

今
回
�
計
画
策
定
�
�
�
�
�
情

報
化
�
対
�
�
現
状
�
要
望
�
把

握
�
�
�
�
�
�
無
作
為
抽
出
�

�
20
歳
以
上
�
町
民
�
�
�
�
�

人
�
対
象
�
�
昭
和
町
地
域
情
報

化
推
進
�
関
�
�
住
民
�
�
�
�

�
調
査
�
�
実
施
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
結
果
�
�
人
�

�
人
�
地
域
情
報
化
�
行
政
�
情

報
化
�
対
�
�
町
民
�
要
望
�
期

待
�
高
�
�
�
�
窺

�
�
�

�
�
�
�
�
�

特
�
�
医
療
�
福
祉
�
生
涯
学
習
�

私
�
�
�
町
�
地
域
情
報
化

�
昭
和
町
地
域
情
報
化
推
進
計
画
策
定
�

  

�
地
域
情
報
化
�
�
�

  �
�
�
�
�
�

何
�
�
�
�

  

地
域
情
報
化
推
進
計
画

  �
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

  

地
域
情
報
化
推
進
計
画
策
定

  �
�
�
�
�
�

�
�
�
経
過

教育機関

企　業

福祉機関

国・県
他市町村

公共関連
機　関

ネットワークイメージ図

協　働

町民 行政

産　業

町役場

（情報センター）

＊共存共栄
＊情報交換

＊人材育成
＊生涯学習支援
＊地域交流

＊医療情報の提供
＊システム強化
＊健康・医療サポート

＊連携強化
＊共同開発

＊情報基盤の整備
＊各種情報の発信
＊情報システムの運用
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　昭和町のまちづくりを考える

8月 1日　任意合併協議会設立
玉穂町・田富町とともに、合併協議をスタート！

　6 月 2 日（月）、昭和町・玉穂町・田富町の町長他特別職等の職員による『三町行政課題研究会幹

事会』を開催し、合併協議会設立についての話し合いを行いました。会長や事務所の場所、協議会

設立に向けての基盤となる項目を検討し、この席で確認をいたしました。

　下の表のとおり任意協議会での協議内容などは定めはありませんが、みなさんに合併の是非を判断して

いただくために、「新市の将来構想」や「今まで行ってきた行政サービスがどのようになるか」など、法定

協議会と同程度の内容を協議します。また協議会委員も、行政と住民が一体となった合併協議会を進める

ために、行政代表、議会代表はもちろん、住民代表として福祉・教育・農業・女性など多くの分野からの

委員を選出します。

項 目 任 意 協 議 会 法 定 協 議 会

設 置 方 法 町議会の議決は不要です。 町議会で可決されて初めて設置できます。

協 議 内 容 定めはありません。 新市建設の基本方針・財政計画など。

協議会委員 定めはありません。

議会の議員もしくは長その他の職員、ま

たは学識を有するものの中から選任され

ます。

国県支援策

【合併協議会設置に
対する支援】

県『市町村合併推進事業補助金』

＊合併協議会への活動支援

1 協議会あたり、限度 300 万円

県補助金の他に、

＊国『合併協議会運営経費等に対する合

　併準備補助金』

1 市町村あたり、500 万円

（3町の場合、500万円×3町＝1,500万円）

合併の是非

法定協議会に移行しない限り合併はでき

ません。（合併特例法によらず市になるた

めには、5 万人の人口が必要です。）

各町の議会で可決されて合併が是と決まる。

＊昭和町では、合併協議会設立後も協議内容を公開し、昭和町の未来をみなさんと一緒に考えてまいります。

任意協議会と法定協議会の違い（主なもの）

合併に関する問合せ先　役場総務課　政策推進係（☎ 275-2111 内線 206）

　合併協議会会長　　昭和町長

　協議会設立日　　平成 15年 8月 1日

　協議会事務所　　昭和町役場内

▲

幹
事
会
で
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
町
長

広報　しょうわ　平成15.7.1   6



平成 15 年度の町民税の額

（園児のいる世帯）

保 育 料 が

減免される額

 町 民 税 が 非 課 税 の 場 合 80,000 円

 町民税所得割が非課税の場合 40,000 円

町民税

所得割

課税が

8,800 円以下の場合 24,000 円

53,000 円以下の場合 16,000 円

102,000 円以下の場合 10,000 円

1 世帯で 2 人以上同時就園世帯加算金 10,000 円
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3歳・4歳・5歳児が対象です
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平成 15 年度県下市町村職員統一試験のお知らせ
平成 16年度町職員採用にあたり、採用試験を県下市町村職員統一試験の要領に基づき実施します。
（採用は事務職員若干名）

【試験方法・内容】

◆第一次試験（事務職Ⅰ）

　＊教養試験〔択一式 120 分〕…公務員として必要な一般知識・技能について、大学卒業程度で試験
　　を行う。
　＊事 務 適 性 検 査〔10分〕…職員としての適応性を、正確さ・迅速さ等の作業能力方面から検査
　　を行う。
◆第二次試験

　＊論述試験〔記述式〕　＊口述試験　＊一般性格診断検査
◆申込み・問合せ

　役場総務課（☎ 275-2111 内線 205・206）まで

職 種 受 付 期 間 試 験 日 ・ 会 場 受 験 資 格

事務職Ⅰ

7月22日（火）～8月5日（火）

午前 9時～午後 5時

（土・日曜日は除きます。）

第 1次試験

9月 7日（日）

山梨学院大学　新 12号館　16号館

（甲府市酒折 2-4-5）

・大学を卒業した者、卒業
　見込の者及び同程度の学
　力を有する者
・昭和 50 年 4 月 2 日から
　昭和 57 年 4月 1日まで
　に生まれた者
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◎生徒会主催、地区PTA共催というかたちで実施します。

◆日　時

　8 月 17 日（日）　午前 7 時～　小雨決行【雨天時は 8 月 24 日（日）】

◆回収品

　①びん類（ビールびん大のみ～ケース付だとありがたいです。）

　②缶類（アルミ缶のみ）

　③新聞（新聞→チラシ・広告をぬく）

　④雑誌（チラシ・広告は雑誌といっしょに束ねる）

　⑤ダンボール（新聞・雑誌・チラシ・広告といっしょにしない）

　※恐れ入りますが、

　　・地区生徒会のない清水新居区は回収しません。

　　・上記の品だけに限っていただけると幸いです。

◆問合せ

　押原中学校（☎ 275-2040）教頭か桐原までお願いします。

ビールびんはケースがあればケースごと出して

ください。

町民のみなさまのご協力をお願いいたします。

　
県立富士湧水の里水族館イベント情報
◆『水族館写生大会』

　水族館の魚や周囲の自然を描きながら、その生態や自然

を観察してみませんか。

＊期　間　8 月 1日（金）～ 31日（日）

　　　　　午前 9時 30 分～午後 5時

＊場　所　県立富士湧水の里水族館（忍野村）

＊内　容　水族館の魚や周囲の風景のスケッチ

＊参加費　入館料のみ（大人 400 円、小中学生 200 円）

◆『サマースクール』参加者募集

　水中にすむ昆虫を観察することにより、川の水質や環境

を知る方法を学びます。

＊開催日　8 月 4日（月）・11日（月）・18日（月）

　　　　　午前 10時～午後 3時

＊場　所　県立富士湧水の里水族館（忍野村）

＊内　容　水生昆虫の採集・観察など

＊対　象　中学生以上

＊参加費　入館料のみ（大人 400 円、小中学生 200 円）

＊申込み　電話で申込み〔7月 1日（火）～ 31日（木）〕

◆申込み・問合せ

＊県立富士湧水の里水族館

　（☎ 0555-20-5135　℻0555-20-5140）

～押原中学校より有価物回収のお知らせご協力ください～

平成 16 年昭和町成人式の
実行委員を募集します

　平成 16 年の成人式については、3 連休の中日の 1 月

11 日（日）を予定しておりますが、今年は新成人の方

の中から実行委員を募集し、成人式の進め方等について

検討していただきたいと思います。つきましては、次の

とおり募集いたしますので、こぞって応募してください。

応募資格　①平成 16 年の新成人の方

　　　　　　（昭和 58 年 4 月 2 日から昭和 59 年 4 月 1

　　　　　　日までに生まれた方）

　　　　　②式典や文集の内容でアイディアがある方、

　　　　　　やる気がある方

　　　　　③当日まで数回集まっていただくので参加で

　　　　　　きる方

募集人数　5 ～ 10 人程度

募集締切　7 月 31 日（木）

申 込 み　町教育委員会生涯学習課（☎ 275-3737）

＊なお、応募が少ない場合は町教育委員会の企画で開催

　いたしますのでご承知おきください。

『ファミリーキャンプ』のお知らせ
～愛宕山こどもの国～

　愛宕山こどもの国で、キャンプ生活を体験してみません

か。夜の自然探検、クラフト製作など、夏のすばらしい自

然を思う存分満喫してください。

月　日　7 月 26 日（土）・27 日（日）　1 泊 2 日

場　所　県立愛宕山こどもの国（キャンプ場）

内　容　自然探検、クラフト体験（竹細工、クルミ工作）

対　象　家族

参加費　おとな 1,100 円　こども 900 円

　　　　＊夕、朝食の食材は参加者が用意してください。

　　　　＊ 2 日目の昼食は主催者が用意します。（そうめん）

定　員　20 家族 80 人

申込み　電話で申込み（6月26日から受付を開始しています。）

問合せ　県立愛宕山こどもの国

　　　　（☎ 253-5933　℻253-5974）

✰じどうかんチャレラン大会✰
　日　時　7月 25 日（金）

　　　　　午後 1時～ 3時 30 分

　場　所　町総合会館軽運動室

✰劇✰
　日　時　7月 30 日（水）

　　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分

　作　品　劇団

　　　　　　ロバの音楽座

　場　所　町総合会館軽運動室

✰問合せ✰　 押原児童館（☎ 275-6462）

　　　　　　　西条児童館（☎ 275-9616）

　　　　　　　常永児童館（☎ 275-0358）

夏休みの児童館は楽しさいっぱい！！
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宿泊・休憩施設の利用券を
発行しています

　　　～静岡県相良町・御前崎町～

●利 用 期 間　7 月 1 日（火）～ 8 月 31 日（日）

●助 成 金 額　宿泊 1 人当たり 3,500 円（2 泊分まで）

　 　 　 　　　休憩 1 人当たり全額助成（2 日分まで）

●問 合 せ　役場産業課（☎ 275-2111　内線 244）

※詳しい内容は広報しょうわ 6 月号をご覧ください。

リゾート昭和申込みを
ご利用ください

　八ヶ岳の麓に広がる清里高原の静かな環境の中に建

つ白い建物は、みんなの明日の健康と鋭気を養うため

の高原の別荘です。

　研修室や遊具も低料金でご利用いただけます。

※利用の詳しいお問合せは

　　役場総務課（☎ 275-2111　内線 208）

ふるさと絵画コンクール作品募集
～小・中学生を対象に絵画を募集します～

◆テーマ

　「わがまちのふるさと自慢」

　・自分たちの住んでいる地域の自然、風景

　・自分たちの住んでいる地域の伝統芸能、祭り、催し

　・ 自分たちの住んでいる地域の特産品（ぶどう、桃、サクランボなど）

　「ふるさと再発見」

　・自分たちの住んでいる地域の名所、史跡、旧跡、思い出の場所

◆締切り

　・9 月 10 日（水）必着

◆応募対象

　・町内在住の小中学生が対象

◆作品サイズ

　・B4 画用紙（390 × 270 mm）

　・作品の裏面にタイトル、住所、氏名（必ずフリガナをふる）、性別、学校名、学年を明記

　・作品は未発表のものに限ります。

　・応募作品は原則的に返却しません。

　・作品の版権、著作権は甲府地区広域行政事務組合に帰属するものとします。

◆各賞

　・最優秀賞（10 点）・優秀賞（12 点）・佳作（30 点）

◆各賞の発表及び表彰

　・最優秀賞 10 点については、カレンダーを作成して関係機関に配布します。

　・最優秀賞、優秀賞は、本人に通知のうえ表彰式において表彰します。

　　また、各市町への巡回展示を行います。

　・応募者全員に記念品をお渡しします。

　・作品は 1 人 1 点とします。

◆応募・問合せ先

　甲府地区広域行政事務組合事務局（〒 400-0856　甲府市伊勢三丁目 8-23　☎ 228-7641）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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　テルモ㈱甲府工場では、釜無工業団

地へ工場をつくり設立 20 周年を迎えた

のを記念して地域のために写真のよう

なストレッチマシーンを寄付してくだ

さいました。

　温水プールの 2 階トレーニングルー

ムに設置しますので、健康維持のため

ご利用ください。

善意ありがとうございます

国際交流サマーバーベキュー
～昭和町国際交流を進める会～

　『昭和町国際交流を進める会』では 5 月 18 日（日）、

国際サマーバーベキューを行いました。参加した皆

さんは多国籍のバーベキューとダンスやゲームで楽

しんでいました。

　『昭和町国際交流を進める会』では、今後もこの

ようなイベントを企画していく予定です。町内在住・

在勤の外国人の方、国際経験豊富な方、海外の文化

や外国人との交流に興味のある方など、大勢の皆さ

んの参加をお待ちしています。

　お問合せは、役場総務課（☎ 275-2111 内線 207）

保育士の登録手続きをしましょう！！
　現在、保育士として業務を行っている方は、都道府県知事に登録する必要があり、都道府県知事から保育士
証が交付されて初めて保育士として名乗ることができることとなります。
　保育士として業務を行っていない方については、必ずしも登録をする必要性はなく、
登録をしなくても、資格がなくなるわけではありません。ただし、今後保育士として
業務を行おうと考えている方は、業務に就く前までに登録しておく必要があります。

〖申請の方法等〗
◆登録先
　＊指定保育士養成施設卒業者➡申請時点の住所地の都道府県知事
　＊保 育 士 試 験 合 格 者➡合格地の都道府県知事
◆申請先
　登録先は上記のとおりですが、登録申請は、登録事務処理センターに郵送してください。なお、受付は平成  
　15 年 5 月から行っています。
◆申請時の提出書類
　＊保育士登録申請書　＊保育士資格証明書もしくは一部科目合格証明書（全科目分）　＊郵便振替払込受付証明書
　 ※また、婚姻等により氏名が保育士資格証明書と異なる方は、上記提出書類のほか、 戸籍抄本または戸籍一部事項証明書が必要となります。

◆登録手数料
　４, ２００円（国で定める標準額であり、最終的には都道府県の条例で定められます。）

◆申請の方法
　平成 15 年 5 月以降に、下記の所で「保育士登録の手引き」を入手し、記入方法に伴い必要書類に記載し提出
　書類を添えて、申請を行ってください。
◆保育士登録の問合せ先
　＊登録事務処理センター
　　・登録案内専用電話（☎ 0120-041943）
　　・音声案内及び FAX（☎ 03-5485-3133）
　　・ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.hoikushi.jp）
　＊役場いきいき健康課児童家庭係（☎ 275-2111 内線 251・252）
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★皆様の健康“紫外線と皮膚”

山梨大学医学部　皮膚科学講座

講師　川村　龍吉

小池文男さんが行政相談委員に

引き続き委嘱されました

下水道悪質業者にご注意を！

　最近、各家庭を訪問し「下水道の点検に来た」と言っ
て排水施設の点検をし、修理を迫るような手口の業
者が町内で報告されています。
　中には、まだ下水道の未整備地区にもかかわらず
点検を迫ったり、点検中、故意に不良箇所をつくり
修理を迫るといった悪質なケースもあるようです。
　「役場の紹介で来た」というのが手口のようですが、
役場は業者をあっせんすることも、訪問させること
もありません。
　このような場合は役場下水道課へ問い合せる等、
身元確認を行ってください。

問合せ　役場下水道課（☎275-2111内線236・237）

昭和町スポーツ少年団

新入団員募集のお知らせ
～楽しい仲間といっしょにスポーツしよう！～

　スポーツ少年団とは、監督や指導者のもと仲間といっ

しょに楽しくスポーツをする子どもたちの集まりです。

　昭和町スポーツ少年団では、現在 8 団体（野球・サッ

カー・少女バレー・押原ミニバス・空手・剣道・昭和

ミニバス・押原ミドルサッカー）、約 250 人の少年団

員が活動しています。

　スポーツ大好きな人、なにかスポーツをやってみた

いと思っている人、運動が苦手な人、友だちをたくさ

ん作りたい人など、だれでも入ることができます。

　各団体の活動を見学希望の方はお気軽にお出かけく

ださい。

お問合せは、

　町教育委員会生涯学習課

　　　　　　生涯スポーツ係（☎ 275-3737）まで。

▲ヴァンフォーレ甲府の選手による『ハッピーフットサル』
　教室の様子

○行政相談員の委嘱について

　小池文男さん（紙漉阿原）が、平成 15 年 4 月 1

日付けで、総務大臣より昭和町担当の行政相談委員

に引き続き委嘱されました。任期は平成 15 年 4 月 1

日から平成 17 年 3 月 31 日までの 2 年間です。

　小池文男さんは、定例行政相談所を次のとおり開

設するとともに、自宅等でも随時、行政相談を受付

けますので、お気軽にご相談ください。

◆住所　紙漉阿原 2210（☎ 275-2468）

◆定例行政相談　毎月第 3 水曜日　午後 1 時～ 3 時

　　　　　　　  　 町中央公民館で開設

○行政相談委員及び行政相談制度に関する問合せ先

　山梨行政評価事務局行政相談課　☎ 252-1100

　役場企画行政課行政係　☎ 275-2111（内線 211）
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重症急性呼吸器症候群（SARS）について

　重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）については 6月号でもお知らせしましたが、依然として

SARS の発生は続いており、人々に大きな不安を与えております。

　SARS は重症な方では呼吸器障害を起こし、死に至ることがあるため、全世界的に関心が高く警

戒されていますが、SARS に感染しないためには私たち一人ひとりの注意が大切になります。

～みんなで協力して感染防止のために努力しましょう～

◆ＳＡＲＳの主な症状

　◎潜伏期間・・・ＳＡＲＳの潜伏期間は長くて 10日間と言われています。

　◎症　　状・・・38度以上の発熱、せき、肺炎、呼吸困難等の呼吸器症状。

◆特に注意が必要な方

　◎カゼ（インフルエンザ）のような症状があり、10日以内に次のような状況にあった方。

　　＊発症前 10日以内に　　 ①ＳＡＲＳの発生地を訪問している方

　　　　　　　　　　　　　　②ＳＡＲＳの発生が報告されている地域に居住していた方

　　　　　　　　　　　　　　③原因不明のＳＡＲＳ患者の看護や介護をしたり、同居していた方

◆最近の伝播確認状況（平成 15 年 5 月 30 日現在）

◆世界保健機関（ＷＨＯ）の渡航延期勧告対象地域

◆ＳＡＲＳなど感染症を予防するには

　◎外出後などは手洗い、うがいを行う。（汚れた手で目・鼻・口などに触らない。）

　◎不特定多数の人が集まる場所はなるべく避ける。

　◎感染者との接触の可能性がある場合にはマスクを使用する。

◆ＳＡＲＳについて不明な点、相談等は下記機関にご相談ください。

　◎峡 中 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（甲府保健所）　　　　　　　　　　 ☎ 055-237-1384

　◎峡 中 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（小笠原保健所）　　　　　　　　　　　☎ 055-282-1116

　◎峡 東 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（石和保健所）　　　　　　　　　　　☎ 055-262-2155

　◎峡 東 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（日下部保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0553-20-2752

　◎峡 南 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（身延保健所）　　　　　　　　　　　☎ 05566-2-1071

　◎峡 北 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（韮崎保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0551-23-3074

　◎富士北麓・東部地域振興局健康福祉部（大月保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0554-22-7825

　◎富士北麓・東部地域振興局健康福祉部（吉田保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0555-24-9035

　◎福祉保健部健康増進課感染症担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 055-223-1494

カナダ（トロント）、中国（北京・広東省・河北省・香港・内モンゴ

ル自治区・湖北省・吉林省・江蘇省・山西省・陜西省・天津・台湾）

中国（北京・河北省・天津・内モンゴル自治区・山西省・台湾）

ＳＡＲＳを含む感染症を予防するためには、感染しないための各自の対策が必要です。

　  また、受診する時には受診する時には、事前に電話しマスクを着用してください。
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